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ピクテのESGの取り組み①〜The right thing to do〜
ピクテ・グループは1805年に設立されて以降、長期的な顧客の繁栄と持続可能な社会の実現を目指して責任投資を行って

きました。今回はピクテ･グループのESGに関する取り組みをご紹介します。

ESG投資の実践

ピクテ・グループは1805年に設立されて以降、長期的な顧客

の繁栄と持続可能な社会の実現を目指して責任投資を行っ

てきました（図表1）。

ESGとは持続可能な社会を実現するために、現代社会が抱

える大きな課題を示しており、その意味でESG投資と責任投

資はほぼ同義と考えられます。したがって、ピクテは長期に

渡ってESG投資を実践してきたと言えます。

図表1：ピクテの責任投資の歴史

1805年：ピクテ･グループの設立

ピクテ・グループ慈善団体設立

1990年代：サスティナビリティに配慮した戦略の
運用開始

1999年：初のSRI（責任投資）関連戦略の運用開始

2000年：ピクテ初の環境及び水関連戦略である
ピクテ･ウォーター戦略の運用開始

2006年：新興国関連の責任投資の運用を委託

2007年：国連PRIに署名

2008年：Prix Pictetを設立し、環境の持続可能
性に対する社会意識を高める

2014年：スイス・サステナブル・ファイナンス（SSF）
の設立メンバーとなる

2016年：テーマ型ブログmega onlineの運営を開始

2018年：非人道的兵器の製造に関わる企業を主
要インデックスから除外することを求める公開状を
SSFと共に発表

2019年：サステナブル新興国債券戦略の運用開始
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ESG投資の拡大

また、持続可能な社会の実現には、長期的な視点とコミット

メントが欠かせません。それは短期利益の追求が横行して

しまうと、経済や金融システムは崩壊し、社会は寸断され、

その後の回復に膨大な時間と労力を要してしまうからです。

その典型例が、リーマン・ショックでした。

ピクテ・グループは、215年以上の歴史を持ち、その間43名

のパートナー（平均在任期間は21年以上）が長期的な視点

で経営を行ってきました。これはESG投資を行う上で、最も

重要なことの一つです。「正しいことを行う、適切なことを行

う（The right thing to do）」は、ピクテ・グループのモットーの

一つであり、その考え方は脈々と受け継がれています。

現在では全運用プロセスにESGを統合するなど、責任投資

に関して5つの活動を行っています（図表2）。

図表2：ピクテの責任投資に関する活動

1. 全運用プロセスにESG
を統合※

2. 企業及び政府に対し
てエンゲージメント（対
話）を実施

3. 体系的な議決権
の行使

4. 顧客に対するESG
について透明性の
あるレポーティング
を実施

5. 責任投資の責任者
としての行動

※銘柄選定の際に、 非財務データであるESGファク
ターを財務データと同じように組み込む方法を、ESG
インテグレーションと言います。


